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議　

長　

相
場　

一
夫

　

副
議
長　

立
沢　

稔
夫

総
務
・
文
教
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

加
藤　

和
久

　

副
委
員
長　

山
田　

晶
子

　

委　
　

員　

石
井　

悦
雄

　
　

〃　
　

細
谷　

博
之

　
　

〃　
　

小
倉　
　

修

厚
生
・
環
境
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

小
島　

幸
典

　

副
委
員
長　

大
野　

貞
夫

　

委　
　

員　

本
間　

恵
治

　
　

〃　
　

立
沢　

稔
夫

　
　

〃　
　

小
島　

陸
夫

建
設
・
経
済
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

岩
﨑　

律
夫

　

副
委
員
長　

田
部
井
健
二

　

委　
　

員　

横
山　

英
雄

　
　

〃　
　

小
沢　

泰
治

　
　

〃　
　

遠
藤　

幸
夫

心豊かに暮らせる
町づくりを目指して

謹んで新年のお慶びを申し上げます

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
２
０
１
０
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
国
内
に
お
い
て
は
、
夏
の
衆
議
院
総
選
挙
の
結
果
、
16 

年
ぶ
り
に
政
権
交
代
が
行
わ
れ
、
民
主
党
を
中
心
と
す
る
新
内
閣
が
誕

生
し
ま
し
た
。「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
な
く
人
を
大
切
に
す
る
政
治
」
を

掲
げ
た
新
政
権
の
施
政
方
針
の
も
と
、
公
共
事
業
費
の
削
減
が
さ
れ
る

一
方
、
社
会
保
障
費
を
手
厚
く
配
分
し
た
政
府
予
算
案
が
提
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
国
の
状
況
を
受
け
て
、「
地
方
主
権
」
を
掲
げ
る
国
の
立

場
か
ら
地
方
交
付
税
な
ど
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
半
面
、
景
気
低
迷
に

よ
る
町
税
の
落
ち
込
み
な
ど
で
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
健
全
な
る
財
政
状
況
と
効
率
的
な
事
務
事
業
の
執
行
を
監

視
す
べ
く
議
会
の
果
た
す
役
割
や
責
任
も
一
層
増
し
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

人
々
が
安
全
、
安
心
で
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、

皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
新
た
な
決
意
を
も
っ
て
臨
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
年
頭
の
あ
い
さ
つ

議

長
　
相

場

一

夫
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館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合

の
規
約
変
更

　

館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組

合
を
解
散
し
、
群
馬
県
農
業
共

済
組
合
に
事
務
を
承
継
す
る
た

め
に
、
規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。

館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合

の
解
散

　

館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組

合
の
解
散
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合

の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分

　

館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組

合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

邑
楽
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
町

外
利
用
者
及
び
町
内
の
64
歳
以

下
の
利
用
者
を
有
料
と
す
る
改

定
が
さ
れ
ま
し
た
。

邑
楽
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
給

料
、
期
末
・
勤
勉
手
当
を
引
き

下
げ
、
持
家
に
係
る
住
居
手
当

を
廃
止
し
ま
し
た
。

邑
楽
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長

等
の
諸
給
与
支
給
条
例
の
改
正

邑
楽
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
改
正

　

職
員
の
給
与
改
定
に
伴
う
期

末
手
当
の
改
正
に
準
じ
て
、
期

末
手
当
を
年
間
０
・
３
５
月
引

き
下
げ
ま
し
た
。

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備

組
合
の
規
約
変
更

　
「
群
馬
の
水
郷
」
の
板
倉
町

へ
の
譲
渡
に
伴
い
、
規
約
を
変

更
し
ま
し
た
。

邑
楽
町
公
共
下
水
道
条
例
の
改
正

邑
楽
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の

改
正

　

下
水
道
使
用
料
及
び
水
道
料

金
の
消
費
税
に
つ
い
て
、
税
抜

き
表
示
か
ら
税
込
総
額
表
示
に

改
正
し
ま
し
た
。

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　

ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
内

に
て
発
生
し
た
事
故
に
つ
き
、

同
施
設
管
理
会
社
の
求
償
権
に

基
づ
き
支
払
う
額
を
、
損
害
賠

償
金
の
50
％
（
36
万
３
１
８
６

円
）
と
定
め
ま
し
た
。

（
※
損
害
賠
償
金
に
つ
い
て
は
、

全
国
町
村
会
総
合
賠
償
補
償
保

険
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。）

11
月
臨
時
会

12
月
定
例
会

可
決
さ
れ
た
議
案

会 　 計 　 別 予 算 現 額 補 正 額 予 算 総 額
一 般 会 計 74億5,422万円 8,259万円 75億3,681万円

国民健康保険特別会計 28億5,369万円 △135万円 28億5,234万円

老 人 保 険 特 別 会 計 6,331万円 △2,159万円 4,172万円

介 護 保 険 特 別 会 計 13億8,729万円 4,755万円 14億3,484万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 3億9,272万円 △1,013万円 3億8,259万円

水道事業会計

収益的収入 5億4,271万円 64万円 5億4,335万円

収益的支出 5億1,427万円 343万円 5億1,770万円

資本的収入 1億1,060万円 1,870万円 1億2,930万円

資本的支出 3億8,120万円 1,062万円 3億9,182万円

12月定例会　■平成２１年度補正予算
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町
長　

教
育
長
は
、
議
員
が
指

摘
さ
れ
た
よ
う
に
重
要
な
職
責

で
あ
る
。
幅
広
い
人
材
の
中
か

ら
立
派
な
方
を
と
思
い
検
討
し

て
い
る
が
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

田
部
井
健
二
議
員　

前
任
者
が

９
月
30
日
で
退
任
す
る
こ
と
は
、

４
月
か
ら
本
人
が
明
言
し
て
い

た
。
町
長
が
９
月
の
定
例
会
で

議
会
に
教
育
長
人
事
を
提
案
し

な
け
れ
ば
、
必
然
的
に
10
月
１

日
か
ら
町
に
教
育
長
が
い
な
く

な
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
は

ず
だ
が
。

田
部
井
健
二
議
員　

町
か
ら
教

育
長
が
消
え
て
今
日
が
75
日
目

で
あ
る
。
こ
れ
は
町
長
の
町
づ

く
り
の
一
環
な
の
か
。

町
長　

教
育
長
の
任
期
が
９
月

30
日
に
満
了
し
て
今
75
日
と
の

質
問
で
す
が
、
町
づ
く
り
の
一

環
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

田
部
井
健
二
議
員　

教
育
長
の

必
要
性
、
重
要
性
は
町
長
が
一

番
知
っ
て
い
る
は
ず
。
職
員
・

議
員
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
45
年
以
上
も
町
行
政
に
関
わ

っ
て
き
た
。
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
長
ま
で
歴
任
し
て
い
る
。

そ
の
あ
な
た
が
教
育
長
を
置
か

な
い
町
政
運
営
を
し
て
い
る
。

私
に
は
理
解
で
き
な
い
。

一

般

質

問

　

一
般
質
問
は
、
12
月
14
日
及
び
15
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
の
行
政
事
務
な
ど
に
つ
い
て
執
行

部
の
考
え
を
た
だ
し
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
に
つ
い
て

鶉
土
地
区
画
整
理
に
つ
い
て

町
長　

質
問
の
趣
旨
は
十
分
理

解
で
き
る
。
ぜ
ひ
次
回
の
定
例

会
ま
で
に
提
案
で
き
る
よ
う
に

努
力
す
る
。

田
部
井
健
二
議
員　

町
長
か
ら

具
体
的
に
次
回
の
定
例
会
と
話

が
あ
っ
た
が
、
今
か
ら
３
月
ま

で
１
０
０
日
あ
る
。
学
校
の
教

育
現
場
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か

知
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

教
育
現
場
は
、
以
前
と

同
じ
よ
う
な
状
況
で
行
わ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

田
部
井
健
二
議
員　

今
、
学
校

は
町
始
ま
っ
て
以
来
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
、
現
在
学

級
閉
鎖
に
な
っ
た
ク
ラ
ス
が
18

学
級
、
学
年
閉
鎖
に
な
っ
た
学

年
は
10
学
年
。
各
学
校
で
は
予

定
し
て
い
た
行
事
の
見
直
し
を

行
い
、
中
止
や
延
期
な
ど
大
変

な
騒
ぎ
が
起
き
て
い
る
。

町
長　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
起
因
し
て
、
学
校
行
事
が
中

止
に
な
っ
て
い
る
状
況
は
聞
い

て
い
る
。

田
部
井
健
二
議
員　

教
育
長
を

１
８
０
日
間
不
在
に
す
る
。
そ

ん
な
町
が
群
馬
県
内
ど
こ
か
の

市
町
村
に
あ
る
の
か
。

町
長　

県
内
に
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
は
恐
ら
く
な
い
と
思
う
。

田
部
井
健
二
議
員　

最
初
か
ら

教
育
長
を
置
か
な
い
よ
う
な
愚

か
な
行
政
運
営
を
し
た
町
長
は

い
な
い
。
ぜ
ひ
と
も
頑
張
っ
て
、

教
育
長
不
在
で
新
年
を
迎
え
て

な
る
も
の
か
と
強
い
意
識
を
持

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。

田
部
井
健
二
議
員　

な
か
な
か

教
育
長
の
任
命
も
で
き
な
い
。

本
間
恵
治
議
員　

現
在
の
経
過

に
つ
い
て
説
明
を
。

都
市
計
画
課
長　

鶉
地
区
39
・

７
㌶
を
公
共
施
行
と
し
て
町
が

事
業
主
体
と
な
り
、
平
成
13
年

度
に
事
業
に
着
手
し
た
。
当
初

の
完
成
年
度
は
、
平
成
18
年
３

月
を
予
定
し
て
い
た
が
、
平
成

14
年
度
に
見
直
し
を
行
い
、
事

業
期
間
を
17
年
間
延
長
し
、
平

成
35
年
３
月
を
完
成
目
標
に
今

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
平
成

20
年
度
末
の
整
備
状
況
は
、
全

議
会
に
対
し
て
一
切
説
明
も
釈

明
も
相
談
も
な
い
。
町
長
は
議

会
を
信
用
、
信
頼
し
て
い
る
の

か
。
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
み

る
こ
と
も
私
は
必
要
と
思
う
が
。

町
長　

決
し
て
議
会
を
信
用
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

議
会
で
の
議
決
が
な
け
れ
ば
前

に
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
教
育
長
の
問
題

で
は
大
変
時
間
が
た
っ
て
い
る
。

議
員
の
皆
さ
ん
に
事
前
に
考
え

を
示
す
べ
き
と
い
う
話
が
あ
っ

た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
大
変
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

体
面
積
に
対
し
て
10
・
４
㌶
が

完
成
し
、
率
に
す
る
と
26
・
２

％
の
整
備
状
況
で
あ
る
。

本
間
恵
治
議
員　

町
長
は
私
が

町
長
に
な
れ
ば
も
っ
と
早
く
で

き
る
と
豪
語
し
て
町
民
の
支
持

を
得
た
経
過
が
あ
る
。
予
算
の

執
行
状
況
か
ら
見
て
、
ど
ん
ど

ん
削
ら
れ
、
補
正
予
算
を
と
っ

て
前
年
度
並
み
の
予
算
が
計
上

さ
れ
た
が
、
来
年
度
の
予
算
執

行
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

教
育
長
は　
　
　

　
　

重
要
な
職
責



5　◆邑楽町議会だより◆ 122 号

新
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

小
島
幸
典
議
員　

９
月
の
議
会

で
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
予
算
を

補
正
で
組
ん
だ
。
建
物
は
鉄
筋

造
り
か
、
木
造
か
、
建
坪
・
設

備
の
概
要
は
。

学
校
教
育
課
長　

設
計
業
者
に

よ
る
と
、
当
町
以
外
で
セ
ン
タ

ー
を
造
っ
た
例
で
は
、
鉄
骨
造

り
が
多
く
、
耐
火
性
や
経
済
比

較
等
で
選
ば
れ
て
い
る
と
思
う
。

建
坪
等
は
、
今
の
セ
ン
タ
ー
は

約
９
１
９
㎡
で
、
学
校
給
食
安

全
基
準
等
を
満
足
さ
せ
る
に
は
、

現
在
の
施
設
面
積
よ
り
か
な
り

増
え
る
と
思
う
。
設
備
に
つ
い

て
は
、
温
度
と
湿
度
を
一
定
に

保
つ
空
調
設
備
等
が
必
要
不
可

欠
と
な
る
。

小
島
幸
典
議
員　

議
員
は
セ
ン

タ
ー
検
討
委
員
会
に
入
っ
て
い

な
い
。
町
長
の
公
約
の
中
に
、

セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
入
っ
て
い

な
い
。
２
月
に
資
料
が
来
て
、

６
月
に
は
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
次
は
議
会
で
承
認
し
て

く
れ
と
、
建
設
に
関
し
て
は
賛

成
し
た
が
、
予
算
に
関
し
て
は

の
か
。

町
長　

20
年
度
に
指
定
し
た
７

・
２
㌶
の
仮
換
地
指
定
内
の
事

業
を
中
心
に
進
め
て
い
き
た
い
。

予
算
額
に
つ
い
て
は
、
国
の
政

権
交
代
に
よ
っ
て
不
透
明
な
部

分
が
あ
り
、
具
体
的
に
は
申
し

上
げ
ら
れ
な
い
。

本
間
恵
治
議
員　

邑
楽
町
の
都

市
計
画
税
は
、
年
間
１
億
３
０

０
０
万
円
ほ
ど
に
な
る
。
鶉
区

画
整
理
の
予
算
は
今
年
度
補
正

予
算
を
足
し
て
５
６
０
０
万
円
。

マ
イ
ナ
ス
面
が
出
て
く
る
の
が

心
配
で
、
賛
成
し
な
か
っ
た
経

過
が
あ
る
。
町
の
財
政
調
整
基

金
は
、
現
時
点
13
億
円
で
あ
る
。

建
設
資
金
の
捻
出
は
。

学
校
教
育
課
長　

総
額
に
つ
い

て
は
設
備
面
も
あ
り
、
か
な
り

か
か
る
と
考
え
て
い
る
。
予
算

に
つ
い
て
は
、
国
の
事
業
仕
分

け
の
対
象
に
公
立
学
校
施
設
も

な
っ
た
と
い
う
事
で
先
行
き
不

透
明
で
あ
る
が
、
補
助
金
・
起

債
・
一
般
財
源
（
基
金
等
も
含

む
）
を
考
え
て
い
る
。

小
島
幸
典
議
員　

２
月
の
時
点

で
の
資
料
中
、
富
岡
市
給
食
セ

ン
タ
ー
は
総
事
業
費
18
億
円
と

半
端
な
数
字
で
は
な
い
。
町
の

財
政
を
考
え
れ
ば
、
課
長
が
言

っ
た
よ
う
な
起
債
の
実
例
と
し

て
、
太
田
市
で
は
対
象
が
市
内

に
住
む
20
歳
以
上
の
住
民
で
、

購
入
可
能
額
は
一
人
当
た
り
10

万
円
か
ら
１
０
０
万
円
、
５
年

満
期
一
括
償
還
で
、
ハ
ガ
キ
で

公
募
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

手
法
で
町
民
か
ら
助
け
て
も
ら

そ
の
半
分
も
鶉
の
区
画
整
理
に

使
わ
れ
て
い
な
い
。
当
初
３
億

円
近
い
予
算
を
と
っ
た
時
も
あ

っ
た
。
家
を
壊
し
明
け
渡
し
を

し
て
換
地
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
新

し
く
家
を
つ
く
る
場
合
で
も
、

仮
換
地
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
に

す
ぐ
に
家
が
建
て
ら
れ
な
い
。

道
が
な
く
、
前
の
建
物
が
立
ち

退
か
な
け
れ
ば
出
ら
れ
な
い
。

そ
う
い
う
実
情
が
あ
る
。
本
来

個
人
の
財
産
で
あ
る
が
、
自
分

の
も
の
で
あ
っ
て
も
自
分
で
使

え
な
い
。
そ
う
い
う
人
が
予
算

の
執
行
状
況
の
中
に
い
る
。
こ

の
よ
う
に
切
実
た
る
区
画
整
理

の
中
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に

見
た
と
き
、
当
事
者
の
た
め
に

財
産
を
一
時
留
保
す
る
よ
う
な

必
要
性
が
区
画
整
理
の
中
で
出

て
い
る
。
町
長
は
公
約
で
、
私

が
町
長
に
な
っ
た
ら
早
く
区
画

整
理
が
終
わ
る
よ
う
に
す
る
と

言
っ
た
と
聞
く
。
地
域
の
人
達

は
み
ん
な
協
力
し
て
い
る
。
遅

滞
な
く
進
め
る
よ
う
予
算
を
つ

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
。

町
長　

22
年
度
も
本
当
に
厳
し

い
予
算
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
遅

ら
せ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
ら

な
い
。
計
画
的
な
事
業
執
行
と

い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
そ
の
予
算
の
配
分

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
念

頭
に
置
い
た
中
で
こ
れ
か
ら
の

予
算
作
業
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
選
挙
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
に
つ
い
て

計
画
的
な
事
業
執
行

鶉土地区画整理事業
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い
、
利
息
を
町
民
に
戻
し
て
お

互
い
に
活
性
化
出
来
れ
ば
、
財

政
調
整
基
金
を
使
わ
な
い
方
法

も
あ
る
の
で
は
。

町
長　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
つ
い
て
は
、
先
の
定
例
会
で

設
計
委
託
料
を
認
め
て
頂
い
た
。

そ
の
財
源
の
内
訳
だ
が
、
富
岡

市
が
18
億
円
と
数
字
が
出
さ
れ
、

配
食
数
が
５
５
０
０
食
。
当
町

は
３
０
０
０
食
で
施
設
設
備
の

面
も
若
干
狭
く
、
単
純
に
考
え

た
場
合
、
８
億
円
か
ら
９
億
円

と
思
わ
れ
る
。
予
算
に
つ
い
て

は
当
然
基
金
等
の
利
用
が
考
え

ら
れ
、
起
債
の
部
分
に
つ
い
て

は
財
政
担
当
に
研
究
さ
せ
て
い

る
。

小
島
幸
典
議
員　

富
岡
市
で
は

18
億
円
、
栃
木
県
国
分
寺
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
総
工
費
は
約

５
億
６
６
０
０
万
円
（
う
ち
国

庫
補
助
金
約
５
２
０
０
万
円
）

と
較
差
が
す
ご
く
あ
る
。
ま
た
、

20
年
度
行
政
実
績
で
当
町
の
セ

ン
タ
ー
稼
働
日
は
１
９
５
日
で

あ
る
。
地
産
地
消
の
研
究
施
設

も
つ
く
り
利
用
し
て
は
。

学
校
教
育
課
長　

残
さ
れ
た
日

の
有
効
活
用
と
思
う
が
、
今
後

調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
ご
理
解
を
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
地
産
地
消
に
つ
い
て

大
野
貞
夫
議
員　

こ
れ
か
ら
の

町
政
運
営
に
お
い
て
、
議
会
と

の
円
滑
な
関
係
を
築
い
て
い
か

な
い
と
ス
ム
ー
ズ
に
事
が
運
ば

な
い
。
町
で
は
こ
の
間
、
合
併

問
題
に
始
ま
り
、
町
長
選
、
町

民
の
町
に
対
し
て
の
訴
訟
、
設

計
業
者
に
よ
る
裁
判
、
議
員
が

議
員
を
訴
え
る
、
実
に
様
々
な

事
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
が
議
会

内
の
確
執
を
招
き
、
肝
心
の
町

づ
く
り
に
真
摯
に
取
り
組
め
な

か
っ
た
点
町
長
は
ど
う
思
う
か
。

町
長　

問
題
が
あ
っ
た
の
は
そ

の
と
お
り
。
し
か
し
、
私
の
個

人
的
な
こ
と
で
、
当
時
許
せ
な

い
と
い
う
問
題
も
あ
っ
た
。
今

後
も
私
自
身
真
剣
に
町
政
運
営

を
進
め
て
い
く
。

大
野
貞
夫
議
員　

こ
の
間
の
細

か
い
事
は
省
く
が
、
辞
職
勧
告

を
受
け
て
、
否
決
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
訴
訟
に
持
っ
て
い

っ
た
。
私
は
、
町
議
補
選
時
、

今
町
議
会
は
町
民
不
在
の
不
毛

な
対
立
が
続
い
て
い
る
と
訴
え

て
き
た
。
多
く
の
町
民
は
、
何

で
い
つ
も
ガ
タ
ガ
タ
や
っ
て
い

る
の
か
と
、
こ
れ
で
は
良
い
町

づ
く
り
は
出
来
な
い
と
。
で
は

ど
う
し
て
な
の
か
、
原
因
が
あ

る
訳
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
な
た

が
議
員
時
代
に
起
こ
し
た
事
実

で
あ
る
。
一
議
員
で
あ
れ
ば
、

大
き
な
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
町
長
に
な
っ
た
。
議
会

は
言
論
の
府
で
あ
る
。
自
由
な

論
議
が
基
本
的
に
保
障
さ
れ
て

い
る
議
会
の
中
で
起
こ
っ
た
事

は
、
議
会
の
中
で
解
決
す
る
。

こ
れ
は
鉄
則
だ
。
こ
れ
を
あ
な

た
は
裁
判
を
起
こ
し
て
し
ま
っ

た
。
一
番
の
原
因
は
、
こ
こ
に

あ
る
と
思
う
が
。

町
長　

事
実
と
し
て
調
査
し
た

と
い
う
経
緯
が
あ
れ
ば
、
そ
こ

ま
で
い
か
な
い
。
し
か
し
、
癒

着
と
か
越
権
行
為
と
か
理
由
が

あ
っ
た
訳
で
、
全
く
身
に
憶
え

が
な
い
。
そ
の
事
が
許
せ
な
い

町
長
の
議
会
対
策
に
つ
い
て

真
剣
に
町
政
運
営
を

予
算
に
つ
い
て
は

基
金
等
利
用

建設が予定される学校給食センター
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な
る
と
考
え
て
い
る
。
年
配
者

の
中
に
は
「
機
械
の
こ
と
は
よ

く
分
か
ら
な
い
」
と
か
、「
Ｂ

Ｓ
も
地
上
デ
ジ
タ
ル
も
要
ら
な

い
」
と
い
っ
た
考
え
を
も
っ
て

い
る
方
も
い
る
と
い
う
話
や
、

悪
徳
商
法
的
な
件
も
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
そ
こ
で
特
に
高
齢

者
に
対
し
て
は
き
め
細
や
か
な

対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、
一

般
家
庭
と
高
齢
者
へ
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

企
画
課
長　

地
上

デ
ジ
タ
ル
の
広
報

と
普
及
促
進
に
つ

い
て
は
、
総
務
省

の
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
い
る
。
邑

楽
町
で
は
年
明
け
、

２
月
23
日
、
24
日
、

25
日
の
３
日
間
で

説
明
会
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。

開
催
の
周
知
に
つ

い
て
は
町
内
全
世

帯
に
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
を
行
う
が
、
町

で
も
こ
の
説
明
会
を
広
報
誌
２

月
号
に
掲
載
す
る
。
ま
た
、
議

員
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
高
齢

者
世
帯
の
普
及
率
が
若
干
低
い

と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
。

町
も
来
年
の
７
月
以
降
、
随
時

地
上
デ
ジ
タ
ル
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ

を
考
え
、
町
民
の
方
が
そ
の
と

き
に
な
っ
て
、
テ
レ
ビ
が
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
な
ど
と
な
ら
な

い
よ
う
周
知
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て

・
決
算
意
見
書
と
予
算
編
成
に

　

つ
い
て

７
月
24
日
を
も
っ
て
放
送
が
停

止
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
決
ま

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
対
応
に

つ
い
て
、
町
内
の
状
況
は
現
在

の
と
こ
ろ
把
握
し
て
い
な
い
。

総
務
省
が
本
年
９
月
に
実
施
し

た
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

に
関
す
る
浸
透
度
調
査
の
結
果

に
よ
る
と
、
全
国
レ
ベ
ル
で
は
、

世
帯
普
及
率
は
69
・
５
％
、
群

馬
県
は
そ
れ
よ
り
高
い
71
・
３

％
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い

る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

遠
藤
幸
夫
議
員　

学
校
や
公
民

館
な
ど
公
共
施
設
の
対
応
と
普

及
率
を
聞
き
た
い
。

企
画
課
長　

町
内
公
共
施
設
の

地
上
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
状

況
で
あ
る
が
、
補
助
金
な
ど
を

活
用
し
、
公
民
館
な
ど
生
涯
学

習
施
設
に
つ
い
て
は
整
備
を
完

了
し
て
い
る
。
ま
た
、
幼
稚
園

・
小
学
校
・
中
学
校
な
ど
学
校

教
育
施
設
に
つ
い
て
も
、
今
年

度
中
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

移
行
を
進
め
て
い
る
。
公
共
施

設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
率
だ
が
、

22
年
３
月
末
に
は
約
90
％
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

遠
藤
幸
夫
議
員　

私
は
一
般
家

庭
の
残
り
30
％
が
大
変
問
題
に

地
デ
ジ
放
送
へ
の
移
行
に
つ
い
て

遠
藤
幸
夫
議
員　

現
在
の
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
で
番
組
が
見
ら
れ

る
の
は
２
０
１
１
年
７
月
24
日

ま
で
で
あ
り
、
そ
の
後
は
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
な
る
。
今
や

テ
レ
ビ
は
生
活
必
需
品
と
な
っ

て
い
る
が
、
本
町
に
お
い
て
円

滑
な
移
行
が
推
進
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
状
況
を
作

っ
た
。

大
野
貞
夫
議
員　

そ
れ
は
会
議

録
を
読
ん
で
わ
か
っ
て
い
る
。

仮
に
、
非
も
な
か
っ
た
と
し
て
、

こ
の
事
は
議
会
で
否
決
さ
れ
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
裁
判
に

持
っ
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
間
違

い
で
あ
る
。
諺
に
「
批
判
す
れ

ど
も
敵
視
せ
ず
」
と
あ
る
。
自

分
の
意
に
沿
わ
な
い
事
で
も
、

受
け
入
れ
る
寛
容
な
姿
勢
、
こ

れ
が
民
主
社
会
で
は
大
切
な
事

で
あ
る
。
あ
な
た
に
は
、
そ
の

点
が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
訴
訟
に
い
く
前
に
、

懲
罰
動
議
と
い
う
手
も
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
素
直
に
非
を
認

め
た
ら
ど
う
か
。

か
ど
う
か
聞
き
た
い
。
ま
ず
、

本
町
に
お
け
る
一
般
家
庭
の
地

デ
ジ
の
対
応
と
普
及
率
は
ど
れ

く
ら
い
進
ん
で
い
る
の
か
。

企
画
課
長　

今
は
、
ア
ナ
ロ
グ

放
送
と
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
２
種

類
の
放
送
を
行
っ
て
い
る
が
、

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
２
０
１
１
年

町
長　

そ
の
間
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
当
時
の
議
長
に
も
相
談

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
叶
わ

な
か
っ
た
。
表
決
で
否
決
は
さ

れ
た
が
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た

よ
う
に
許
す
こ
と
が
出
来
な
い

思
い
が
あ
っ
た
。
た
だ
こ
う
い

う
立
場
で
お
世
話
に
な
っ
た
の

で
、
取
り
下
げ
を
し
た
か
っ
た

が
、
同
意
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
裁
判
官
か
ら
放
棄
と
い
う

こ
と
も
あ
る
と
提
案
さ
れ
、
そ

の
よ
う
に
お
願
い
し
た
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
町
政
に
対
す
る
町
長
の
基
本

　

的
な
考
え
に
つ
い
て

・
新
政
権
下
に
お
け
る
町
の
予

　

算
編
成
方
針
に
つ
い
て

説
明
会
で
Ｐ
Ｒ

地上デジタル化が進む教育現場
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を
意
識
せ
ず
に
加
齢
す
る
社
会

を
構
築
し
、
邑
楽
町
民
が
ま
す

ま
す
元
気
に
な
れ
る
高
齢
社
会

を
ぜ
ひ
創
っ
て
欲
し
い
。

町
長　

具
現
化
す
る
と
申
し
上

げ
た
の
で
、
担
当
に
調
査
を
さ

せ
、
研
究
さ
せ
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
組
織
の
頂
点
、
町
長
（
会
社

　

な
ら
社
長
）
は
何
を
考
え
、

　

何
を
す
べ
き
か

一
般
質
問
の
掲
載
に
つ
い
て

　

小
倉
修
議
員
の
一
般
質
問
は
、

本
人
の
申
し
出
に
よ
り
掲
載
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

広
報
委
員
会
と
し
て
は
、
掲

載
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

者
と
の
問
題
に
な
る
わ
け
だ
が
、

研
究
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
。

小
沢
泰
治
議
員　

高
齢
化
し
て

離
農
し
て
い
く
方
は
非
常
に
多

い
か
と
思
う
。
ぜ
ひ
、
ベ
テ
ラ

ン
で
、
い
ろ
い
ろ
経
験
の
あ
る

方
を
指
導
者
に
迎
え
、
町
民
、

成
人
の
５
割
も
占
め
る
皆
さ
ん

が
、
ま
す
ま
す
活
躍
で
き
る
場

を
作
れ
れ
ば
と
思
う
。研
修（
体

験
）
農
場
を
作
り
、
そ
こ
に
参

加
を
し
、
生
産
の
喜
び
、
成
長

の
喜
び
、
販
売
あ
る
い
は
施
す

喜
び
、
多
く
の
人
た
ち
に
そ
れ

ら
の
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
う
、

か
つ
、
そ
れ
を
市
場
に
出
荷
し

て
利
益
を
出
す
よ
う
な
組
織
体

制
づ
く
り
を
ぜ
ひ
行
政
と
し
て

実
行
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

家
庭
菜
園
と
い
う
か
、

も
の
を
つ
く
る
喜
び
を
感
じ
る

と
い
う
こ
と
で
、
大
変
成
果
が

上
が
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
よ

う
だ
。
十
分
農
協
の
方
と
も
連

携
を
と
り
研
究
し
、
具
現
化
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

小
沢
泰
治
議
員　

町
、
農
協
が

主
導
を
と
り
、
高
齢
者
の
経
験

と
知
識
を
持
つ
方
々
を
指
導
者

と
し
て
迎
え
、
熟
年
の
方
が
死

小
沢
泰
治
議
員　

高
齢
化
が
進

む
邑
楽
町
。
60
歳
以
上
の
方
が

人
口
の
29
・
64
％
、
55
歳
以
上

の
方
が
38
・
31
％
。
第
一
線
を

退
い
た
多
く
の
町
民
に
対
す
る

町
の
対
応
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
皆
が
生
き
生
き
、

わ
く
わ
く
、
う
き
う
き
、
後
ろ

向
き
に
な
ら
ず
に
生
活
で
き
る

か
。
町
長
に
聞
き
た
い
。

町
長　

私
は
、
生
き
生
き
と
生

活
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
の
人

生
設
計
に
つ
い
て
は
、
人
そ
れ

ぞ
れ
当
然
あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
。
高
齢
者
の
福
祉
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
で

支
援
し
て
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
等
を

し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
町

に
あ
る
運
動
場
を
利
用
し
て
そ

れ
を
是
非
続
け
て
、
健
康
第
一

で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
。

多
く
の
方
が
そ
ん
な
形
で
生
活

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
支

え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

小
沢
泰
治
議
員　

高
齢
者
が
、

町
の
有
権
者
２
万
２
３
０
０
人

の
半
分
を
占
め
る
日
も
近
い
と

思
う
。
多
彩
で
有
能
な
多
く
の

人
材
の
活
用
、
支
援
を
受
け
、

ぜ
ひ
、
町
が
主
導
と
な
り
な
が

ら
の
遊
休
農
地
等
の
活
用
に
つ

い
て
、
町
長
の
考
え
を
聞
き
た

い
。

町
長　

人
間
は
土
と
の
か
か
わ

り
が
非
常
に
大
切
だ
と
い
う
こ

と
を
本
で
読
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。

そ
こ
か
ら
生
産
さ
れ
る
農
作
物

を
栽
培
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

大
変
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
る
。
町
内
で
大
変
増
え
て
い

る
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
、
農

地
を
借
り
上
げ
て
、
希
望
者
の

方
に
利
用
し
て
も
ら
う
。
こ
れ

は
大
変
貴
重
な
ご
意
見
で
、
こ

れ
は
農
協
と
も
か
か
わ
り
が
あ

る
と
思
う
。
一
番
に
は
、
所
有

研
究
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
。

小
沢
泰
治
議
員

小
沢
泰
治
議
員

離
農
し
て
い
く
方
は
非
常
に
多

い
か
と
思
う
。
ぜ
ひ
、
ベ
テ
ラ

高
齢
者
の
増
加
が
確
実
の
邑
楽
町

に
於
い
て
、行
政
は
何
を
す
べ
き
か

耕
作
放
棄
地
の

　
　
　

利
活
用
も

多くの高齢者が活動している活力センター
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旅
、
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
ま
す
。

徒
歩
の
旅
・
自
転
車
・
バ
ス
・
列
車
・

飛
行
機
・
船
・
そ
し
て
車
、
そ
れ
ら

を
組
み
合
わ
せ
て
の
旅
。
最
近
で
は

ロ
ケ
ッ
ト
で
の
宇
宙
の
旅
も
売
り
出

さ
れ
て
い
る
と
か
。

　

私
の
こ
こ
十
数
年
の
旅
は
と
い
え

ば
、
客
船
「
飛
鳥
」
で
の
世
界
一
周

の
旅
。
遊
び
で
は
な
く
仕
事
で
乗
船

し
て
い
ま
す
。
ク
ル
ー
で
は
な
く
講

師
と
し
て
。
乗
船
客
の
心
身
の
健
康

を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
の
旅
。
毎
回

二
十
数
カ
国
の
港
に
寄
り
、国
・
風
景
・

建
造
物
・
人
と
の
出
会
い
、
そ
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
食
と
の
出
会
い
を

楽
し
み
な
が
ら
の
百
数
日
の
旅
。

　

旅
は
ト
ラ
ベ
ル
、
数
々
の
ト
ラ
ブ

ル
に
出
会
い
、
そ
れ
を
克
服
し
て
旅

を
続
け
る
事
が
ト
ラ
ベ
ル
変
り
、
終

わ
っ
た
時
、
楽
し
い
思
い
出
と
し
て

残
る
事
が
旅
、
ト
ラ
ベ
ル
。

　

よ
く
人
生
は
旅
に
例
え
ら
れ
ま
す
。

良
き
人
生
を
、
良
き
旅
を
。

　

ボ
ン
ボ
ヤ
ー
ジ
！

　
（
素
晴
ら
し
い
旅
を
！
）

山
崎
征
夫

（
前
原
・
４
区
）

旅

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、

石
井
悦
雄
議
員
が
永
年
勤
続
に

よ
る
特
別
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
発
展
の
た
め
、
一

層
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

石 井 悦 雄 議員

全国町村議会議長会特別表彰

全
国
町
村
議
会
議
長
会
特
別
表
彰

　

７
件
の
請
願
が
受
理
さ
れ
、

所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
採
択
と
な
っ
た
請
願
】

▼
利
根
川
新
橋
及
び
幹
線
道
路

網
の
早
期
着
工
に
つ
い
て
の
請
願

請
願
者

千
代
田
町
舞
木

利
根
川
新
橋
を
架
け
る
市
民
の
会

会
長　

齋
藤
久
夫

【
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
】

▼
日
本
へ
の
核
兵
器
持
ち
込
み

を
認
め
た
「
密
約
」
の
公
表
と

廃
棄
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
請
願

請
願
者

館
林
市
緑
町

館
林
邑
楽
平
和
委
員
会

代
表　

三
宅
志
呂

▼
全
額
国
庫
負
担
の
「
最
低
保

障
年
金
制
度
」
創
設
を
政
府
に

求
め
る
請
願

請
願
者

前
橋
市
樋
越
町

全
日
本
年
金
者
組
合
群
馬
県
本
部

執
行
委
員
長　

小
崎
洋
一
郎

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
即

時
廃
止
を
政
府
に
求
め
る
請
願

請
願
者

前
橋
市
樋
越
町

全
日
本
年
金
者
組
合
群
馬
県
本
部

執
行
委
員
長　

小
崎
洋
一
郎

▼
現
行
の
公
的
保
育
制
度
を
堅

持
・
拡
充
し
、
保
育
所
へ
の
直

接
契
約
方
式
・
保
育
料
の
応
益

負
担
方
式
を
導
入
し
な
い
よ
う

求
め
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る

請
願

請
願
者

高
崎
市
倉
賀
野
町

お
ひ
さ
ま
倉
賀
野
保
育
園
内

全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
群
馬

支
部

執
行
委
員
長　

澤
村　

直

▼
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
推
進
路
線

の
見
直
し
を
求
め
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ

の
推
進
に
反
対
す
る
請
願

請
願
者

前
橋
市
富
士
見
町

群
馬
県
農
民
運
動
連
合
会

会
長　

井
上
健
太
郎

▼
米
価
の
回
復
と
価
格
の
安
定
、

ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米
の
輸

入
中
止
を
求
め
る
請
願

請
願
者

前
橋
市
富
士
見
町

群
馬
県
農
民
運
動
連
合
会

会
長　

井
上
健
太
郎

請
願
・
陳
情
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村
田
　
ゆ
み
子

（
藤
川
・
16
区
）

　

議
員
提
案
の
意
見
書
２
件
を

可
決
し
ま
し
た
。
意
見
書
は
関

係
行
政
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

八
ツ
場
ダ
ム
建
設
推
進
を
求
め
る

意
見
書

　

昭
和
27
年
利
水
・
治
水
及
び

水
資
源
確
保
を
目
的
と
し
た
八

ツ
場
ダ
ム
建
設
計
画
が
、
長
野

原
町
に
提
示
さ
れ
て
以
来
半
世

紀
以
上
が
経
過
し
た
。

　

こ
の
間
、
地
元
水
没
地
域
住

民
は
ダ
ム
建
設
の
是
非
を
め
ぐ

り
激
し
い
反
対
闘
争
を
起
し
、

こ
の
建
設
問
題
で
大
い
に
揺
れ
、

長
い
年
月
に
わ
た
り
議
論
を
経

た
結
果
、
苦
渋
の
選
択
を
迫
ら

れ
悩
み
苦
し
ん
だ
末
に
地
元
は

ダ
ム
建
設
を
受
け
入
れ
た
。

　

長
年
慣
れ
親
し
ん
だ
地
を
離

れ
る
者
、
ま
た
、
代
替
地
を
選

択
し
て
川
原
湯
温
泉
の
復
興
を

求
め
る
者
な
ど
、
住
民
の
胸
中

は
幾
ば
く
の
も
の
で
あ
っ
た
か

察
す
る
に
余
り
あ
る
。

　

し
か
し
、
政
権
公
約
に
お
け

る
「
無
駄
な
公
共
事
業
」
と
し

て
の
ダ
ム
建
設
の
一
方
的
中
止

は
、
ま
さ
に
地
元
住
民
の
今
日

ま
で
の
意
思
形
成
を
根
本

か
ら
覆
す
も
の
で
あ
り
、

再
度
住
民
を
不
安
の
境
地

に
立
た
す
こ
と
に
な
る
と

思
慮
さ
れ
る
。

　

国
の
政
策
に
従
い
締
結
し
た

事
業
を
、
政
権
交
代
に
よ
り
一

方
的
に
建
設
中
止
と
す
る
こ
と

は
、
長
野
原
町
、
東
吾
妻
町
を

は
じ
め
関
係
１
都
５
県
に
も
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ

り
、
同
じ
地
方
公
共
団
体
の
議

会
と
し
て
看
過
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
も
国
の
責
任
に
お
い
て
、

地
域
住
民
及
び
関
係
自
治
体
に

対
す
る
十
分
な
説
明
と
協
議
等

を
行
い
、
引
き
続
き
地
域
住
民

の
生
活
再
建
と
ダ
ム
建
設
を
推

進
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出

す
る
。

利
根
川
新
橋
及
び
幹
線
道
路
網

の
早
期
着
工
を
求
め
る
意
見
書

　

群
馬
県
の
東
毛
地
域
と
埼
玉

県
熊
谷
市
、
栃
木
県
足
利
市
を

結
ぶ
交
通
路
の
中
で
、「
利
根

川
新
橋
」（
仮
称
以
下
同
じ
）

の
建
設
が
話
題
に
な
り
始
め
た

の
は
、
約
40
数
年
も
前
か
ら
で

あ
る
。

　

地
域
住
民
に
と
っ
て
こ
の
橋

に
か
け
る
思
い
は
大
き
く
、
一

日
も
早
い
完
成
が
長
年
の
願
い

で
あ
り
、
行
政
・
議
会
に
よ
る

建
設
促
進
運
動
と
と
も
に
、
自

主
的
・
自
立
的
な
住
民
運
動
も

展
開
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
群

馬
県
は
平
成
21
年
３
月
「
は
ば

た
け
群
馬
・
県
土
整
備
地
域
プ

ラ
ン
」
の
中
で
「
利
根
川
新
橋

（
赤
岩
）」
の
事
業
化
（
お
お
む

ね
10
年
の
計
画
）
を
策
定
し
発

表
し
た
。

　

そ
の
後
、
募
集
さ
れ
た
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
の
集
計

内
容
で
は
「
計
画
に
賛
成
」「
計

画
の
前
倒
し
を
、早
期
に
着
工
・

完
成
」
の
声
が
全
て
と
言
え
る

程
の
多
数
を
占
め
て
い
る
。

　

既
設
橋
梁
の
混
雑
緩
和
だ
け

で
な
く
、
広
範
囲
な
地
域
住
民

の
利
便
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ

せ
、
地
域
経
済
の
発
展
も
大
い

に
促
進
す
る
「
利
根
川
新
橋
」

を
是
非
、
刀
水
橋
と
利
根
大
堰

の
間
に
早
期
に
着
工
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出

す
る
。

ハンデを乗り越えて

　

私
は
、
生
ま
れ
つ
き
体
が
悪
く
、

物
心
つ
い
た
時
か
ら
、
そ
の
事
と
向

き
合
い
生
き
て
来
ま
し
た
。
そ
ん
な

私
が
成
人
し
た
頃
、
ち
ょ
っ
と
し
た

き
っ
か
け
で
洋
菓
子
作
り
を
覚
え
ま

し
た
。
最
初
は
、
家
族
に
喜
ん
で
食

べ
て
貰
え
る
こ
と
が
私
の
喜
び
で
し

た
。
で
も
、
そ
の
後
、
色
々
な
種
類

の
お
菓
子
作
り
に
挑
戦
す
る
よ
う
に

な
り
、
家
族
の
他
に
私
を
励
ま
し
応

援
し
て
く
れ
て
い
る
方
々
に
、
私
が

作
っ
た
お
菓
子
を
食
べ
て
貰
う
こ
と

が
私
の
出
来
る
恩
返
し
だ
と
作
り
続

け
ま
し
た
。
そ
の
時
の
目
標
は
「
食

べ
て
く
れ
た
人
を
笑
顔
に
す
る
そ
ん

な
お
菓
子
を
作
る
こ
と
」
で
し
た
。

今
は
、
少
し
ず
つ
そ
の
目
標
に
近
づ

け
て
い
る
、
そ
ん
な
気
が
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
お
菓
子
作
り
を
始

め
て
、
気
に
な
っ
て
い
た
自
分
の
体

の
ハ
ン
デ
が
、
あ
ま
り
気
に
な
ら
な

く
な
り
、
少
し
だ
け
自
分
に
自
信
が

つ
き
ま
し
た
。
私
は
、
今
後
も
周
り

の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
お
菓
子
作
り
を
続
け
て
行

こ
う
と
思
い
ま
す
。

意
見
書
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　６日　県議長会議会広報研修会

　８日　館林地区消防組合秋季点検

１０日　東毛広域市町村圏振興整備組合議会

　　　　議長会・議会運営幹事会

１１日　邑楽郡町村議会議長会臨時会、

　　　　町村議会議長全国大会

１６日　議会運営委員会、

　　　　総務・文教常任委員会

１７日　厚生・環境常任委員会、広報委員会、

　　　　全員協議会

２０日　東毛広域市町村圏振興整備組合議会

２６日　第４回臨時会

３０日　議会運営委員会、

　　　　総務・文教常任委員会

　１日　厚生・環境常任委員会、

　　　　建設・経済常任委員会

　２日　全員協議会

１１日～１７日　１２月定例会

　　　　（本会議、議会運営委員会、各常任

　　　　　委員会、全員協議会、広報委員会）

２２日　館林邑楽農業共済事務組合議会臨時会

　　　　邑楽館林医療事務組合議会臨時会

２４日　大泉町外二町環境衛生施設組合議会

２８日～３１日　消防団歳末警戒の督励

　７日　広報委員会編集会議

　８日　群馬県市町村トップセミナー

　９日　館林地区消防組合出初め式

１０日　成人式

１３日　新年賀詞交歓会

１９日　広報委員会校正会議

《12月》

《1月》

《11月》

議会を傍聴しましょう
　次回の定例会は、３月９日から19日
を予定しています。
　住所・名前・年齢を受付簿に書くだ
けでどなたでも傍聴できます。
　役場庁舎１階ロビーのテレビにおい
ても、本会議の模様を中継しています
ので、お気軽にご覧ください。
　議会の会議録（議事等の経過をその
まま記録したもの）は、図書館、邑
楽町公民館、産業研修会館（長柄公民
館）、勤労青少年ホーム（ヤングプラ
ザ）に置いてあります。また、ホーム
ページにも会議録全文を掲載していま
すので、ご覧ください。
　URL http:/www.town.ora.gunma.jp/gikai
　　　　　詳しくは、議会事務局まで

88-5511（内線300）

広報委員会委員の変更
　議会だよりの編集発行を担当する議会広報委員
に、９月に執行された議会議員補欠選挙により当
選した３名の新議員が加わりました。これを受け
て、立沢委員長及び岩﨑副委員長が退任し、委員
会構成は次のとおりとなりました。

　委員長　遠藤　幸夫　　副委員長　山田　晶子

　委　員　小沢　泰治　　委　員　田部井健二

　委　員　大野　貞夫　　委　員　小島　陸夫

小島　大野　遠藤　山田　小沢　田部井
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　明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。
　さて、町議会は昨年９月 20 日に執行された町議会議員補欠選挙において、当選した３名を加えて広報
委員会の構成再編を行ないました。そうした中で、12 月定例会は去る 12 月 11 日に開会し、17 日まで
の７日間の会期で行われ、町執行部と議会とで「行政全般」にわたる熱の入った議
論が交わされました。
　新広報委員会では、これらの模様を「議会だより」で町民の皆様に的確にお伝え
できればと思っています。
　再編後の間もない編集作業であり、大きな不安と緊張感の中での取り組みとなり
ましたが、議会活動をわかりやすく親しまれる「議会だより」としてお届けし、読
者と議会、議員をつなぐ「かけ橋」となれるよう、努めてまいります。
　これからも町民皆様のご愛読をお願いいたします。

（記　遠藤）

【東京都渋谷区初台】
安藤則浩（谷中蛭沼・11 区）

◎　編　集　後　記　◎

　私が生まれた頃は、渋谷区
代々木初台という地名だった。

「初台」は、太田道灌が今の代々
木八幡の地に築いた築城八ヶ所
の一の砦から出た名である。二
代将軍徳川秀忠の乳母、土井昌
勝の妻が、この地に二百石を拝
領したことから、「初台の局

つぼね

」
といわれた。
　初台の北側を甲州街道・京王
線・玉川上水が並行していた。
団塊の世代の私たちが幡代小学
校へ入学し通っていた頃、この
玉川上水や明治神宮、まだあち

こちに残っていた空き地などで、よく遊んだ。教室が足りず、「二部授業」で、65 
名×７クラスが午前組と午後組に分かれた。その後進んだ代々木中学では、１学
年 14 クラスもあった。
　意外にも、東京には今も緑や公園が多い。東京オリンピック（１９６４年）以前は、
もっともっと緑があった。新宿・渋谷に近い初台も、木々が茂り、草花が溢れる
静かな「山の手」だった。「代々木練兵場→米軍ワシントンハイツ」跡地がオリン
ピックの選手村やプール、ＮＨＫ放送センターになった。さらに首都高速が造られ、
高層ビルが建ち…。生まれ育った実家から、東京タワーが見えなくなってしまった。
でも、「ふるさと初台」が大好きである。

代々木屋内競技場

わ た し の ふ る さ と

〔皆様のご意見、ご要望等、議会広報委員会までお寄せください。点訳版をご希望の方は、ご連絡ください。〕

■発行　群馬県邑楽町議会　■発行人　議会議長　相場一夫

■編集　邑楽町議会広報委員会　群馬県邑楽郡邑楽町大字中野 2570-1　TEL0276-88-5511（内線 300）


